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款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２８年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 11.佐倉学事業

5. 社会教育費

1. 社会教育総務費 社会教育課

（佐倉市）　　

第３章
心豊かな人づくり、まちづくり -

平成28年度 -

経常 単独 計画 0 0 667 基本施策２
佐倉学 平成29年度 -

平成30年度 -

施策１
佐倉学を推進します 平成31年度 -

平成32年度 -

0

687 687

・佐倉･城下町400年記念事業リレー講座を行います。 ・佐倉市への愛着度の向上を図ります。 ・佐倉ならではの身近な教材を活用することで、佐倉を

・佐倉学講座を行います。 ・地域教育力の向上を図ります。 知り、再発見するとともに、佐倉への愛着度が高まります。

・史跡散策による講座を行います。 ・学んだことが地域実践活動に繋げられるような事業展開を図ります。 ・誰もが自分の意志で学べる場を提供することで、市民の生きがいづく

・佐倉学リーフレットを作成します。 り、地域教育力の向上に寄与します。

・図書館の佐倉学コーナーの充実を図ります。

佐倉学の体系を整えていく必要がある。 より地域に根差した佐倉学事業の推進を図る。 公民館等の講座を中心にその機会をつくっている

。

08 600 600 0

11 57 57 0

14 30 30 0

差引一般財源 0 687 0 687


